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在職時の保険証は退職日の翌日で資格を喪失します。従業員の方の退職時には保険証（家族分も含む）を
回収し、「被保険者資格喪失届」に添付して日本年金機構事務センターまたは管轄の年金事務所へご提出を
お願いします。
※ 保険証を回収できない場合は「被保険者証回収不能届」が必要です。

退職時には保険証の回収をお願いします

❶ 在職時から引き続き扶養となる方の収入状況は「マイナンバーを利用した情報照会」により確認しますので、
収入確認書類の提出は不要です。ただし、協会けんぽがマイナンバーを未収録の場合や収入情報を取得できない
場合は、次の書類が必要となることがあります。

　【例：所得証明書、（非）課税証明書、給与証明書、直近の年金額改定（振込）通知の写し等】

❷「退職日が確認できる書類」があると任意継続保険証の発行手続きがスムーズです。
　【例：任意継続資格取得申出書《資格喪失証明欄（事業主記入用）》の記載、退職証明書の写し等】

協会けんぽからの
お知らせ
協会けんぽからの
お知らせ

協会けんぽの任意継続加入先

手続先

加入条件

保険料

国民健康保険 ご家族の健康保険（被扶養者）

協会けんぽ支部
（お住まいの都道府県支部）

国民健康保険担当課
（お住まいの市区町村） ご家族の勤務先

・退職日までに被保険者期間が
継続して２か月以上あること。

・退職日の翌日から20日以内に
手続きすること（協会けんぽ
支部必着）。

・退職前の保険料の2倍の金額。
※資格喪失時の標準報酬月額をも
とに計算されます。
※上限あり（令和6年度の上限は標
準報酬月額300千円）

・支部により保険料率が異なります。

・原則２年間は保険料の等級の
変更なし（保険料率の変更は除く）

・お住まいの市区町村の国民
健康保険担当課にお問い合わ
せください。

・加入する世帯の人数・前年の所
得等によって決定されます。

・お住まいの市区町村により保険
料が異なります。
（離職理由などにより保険料が
減免されることがあります。）

・ご家族の勤務先にお問い合わ
せください。

・被扶養者の保険料負担は原則
ありません。

従業員の方の退職時には保険料等を比較のうえ、ご希望の健康保険への加入手続きをご案内ください。

詳細はこちら

任意継続保険の手続きに関する留意点

退職後の健康保険加入のご案内

詳細はこちら



〒780－8501
高知市本町4－1－24 高知電気ビル新館2階
TEL 088－820－6010（代表）

年に一度、からだの状態をチェックしましょう

令和６年３月下旬に、事業主様あてに健診対象者の情報を記載した「生活習慣病予防健診対象者一覧
(令和６年度)」（令和６年１月上旬時点の加入状況に基づく）を送付します。
一覧や保険証をご用意のうえ、健診実施機関に直接ご予約ください。

◆令和６年度 生活習慣病予防健診のご案内 【被保険者様】

扶養家族様(４０～７４歳の方）の健診（特定健診）については、令和６年４月上旬に、特定健康診査受診
券（以下「受診券」といいます。）を被保険者様の登録住所あてに送付します。

◆令和６年度 特定健康診査受診券の送付について 【扶養家族様】

※予約後に協会けんぽへの連絡、対象者一覧の提出は不要です。
※健診実施機関によっては、早期に定員に達する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

受診券は、令和６年１月中旬時点の加入状況に基づき作成していますので、保険証が
変更になった場合や新たに扶養家族に認定された場合などは、４月１日以降にあらためて

受診券の申請をお願いします。また、宛所不明などにより、受診券が、協会けんぽへ返却された場合は、事業主様へお送り
させていただきますので、被保険者様へお渡しくださいますようお願いします。

ご注意ください

安心 よりよい医療が受けられる！
■特定健診や診療の情報を医師と共有でき、重複検査を防ぎ、
自身の健康・医療データに基づくより適切な医療を受けられます。

　※本人の同意なく情報が共有されることはありません。
■薬の情報も医師・薬剤師と共有でき、重複投薬や禁忌薬剤投与
のリスクも減少します。

　※本人の同意なく情報が共有されることはありません。
■旅行先や災害時に受診する際も、薬の情報等が連携されます。

便利 各種手続きも便利・簡単に！
■マイナポータルで医療費通知情報を入手でき、医療費控除の
確定申告が簡単にできます。
■医療費が高額な場合に申請する「限度額適用認定証」が不要に
なります。
■就職や転職後の保険証の切り替え・更新が不要。
　※新しい保険者による登録手続きが必要です。
■高齢受給者証の持参も必要なくなります。

令和６年１月以降に
協会けんぽに加入の方も

受診できます。

マイナンバーカードで受診するメリット

マイナ保険証のメリットの詳細は、右の二次元コードからご確認ください。
厚生労働省HP　【マイナンバーカードの保険証利用でみんなにいいことたくさん！！】

2024年12月2日に保険証は廃止されます

今から使おう！マイナ保険証

●令和５年度より生活習慣病予防健診等の自己負担額が軽減されています。

●令和６年度から付加健診の対象年齢が拡大されました。

7,169円
最 高

一般健診

40歳、50歳に加え、４５歳、５５歳、６０歳、６５歳、７０歳も対象になります。
詳細はこちら詳細はこちら
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